
                    

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 

 

                
 

 

 

 

 

 

 

 

 

出 前 講 座 「 ひ か り っ こ 」 

百日咳とは・・・・百日咳菌という細菌を吸い込むことによって引き起こされる呼吸器感染症 

・感染経路は飛沫感染・接触感染。感染後、7～10 日の潜伏期間を経て発症する 

・特有の咳（コンコンと咳き込んだ後、ヒューという笛を吹くような音を立てて息を吸うもの）が 

特徴で、連続性・発作性の咳が長期に続く 

・夜間眠れないほどの咳がみられたり、咳とともに嘔吐したりすることもある 

・微熱程度か発熱しないこともある

～予防にはワクチンが有効です！！～ 

百日咳の感染力は非常に強く、免疫を持たない人に容易に広がります。ワクチン未接種の乳幼児が 

罹患すると重症化しやすく、呼吸不全等を起こし、命に関わることもあります。生後 3 ヶ月未満の 

乳児はワクチンを接種していないと特に重症化リスクが高いとして、日本小児科学会は、 

生後 2 ヶ月を迎えたら速やかに定期接種のワクチンを接種するよう呼びかけています。 

 
●日常生活における感染対策 

・呼吸器症状がある場合はマスクの着用等の咳エチケット 
・外出後の手洗い・手指消毒 
・部屋の換気 
・十分な休養とバランスのとれた栄養摂取 
・ワクチン接種（五種混合） 
・タオルや食器等を分けるといった工夫 

感染対策をしっかりして、元気に毎日を過ごしましょう♪ 

 ≪ 保健ニュース ≫ 

上記のような症状がみられたら、早めの受診をお願いします 

（ 府中ひかり保育園 保健だよりより ） 

≪絵本の紹介≫ 「おててがでたよ」  作：林 明子  出版社：福音館書店（ 990 円 ）  

～ 一生懸命服を着替えるあかちゃんの絵本 ～ 

すっぽりかぶった服から、まずは「ぱっ おててが でたよ」。次は頭と顔が 

出ます。「ばあー おかおが でたよ」 もう一つ手も出して、最後は足。 

苦労しながらも、片足ずつ服から出して、おきがえできました！  

自分で洋服を脱ぎ着できるようになるのはとっても難しいこと。そんなあかちゃんが、 

からだの部分をひとつずつ確認しながら、一生懸命服を着て、できるたびに喜ぶ、 

表情豊かな絵本です。                  （福音館書店ホームページより） 

毎日の着替えも「おててがでたよ」「あんよがでたよ」と声掛けしながら楽しくなりそうですね。 

（2025 年 5 月発行） 


